
認定事業計画の概要
○ ㈱湯田牛乳公社は、昭和41年に酪農家が主体となり、町、JA、酪農家が出資して設立した
第３セクターです。
○ 事業計画は、新技術（機能性乳酸菌等）を導入し、牛乳の新商品を開発することで、ブラン
ド価値を高めるとともに、酪農家の所得拡大に貢献することにしています。
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賞味期限延長技術を導入した「牛乳」
の高付加価値化とヨーグルト、スイー
ツなどの新商品開発及び販売戦略事業
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（株）湯田牛乳公社では、「消費者と生産者の架け橋になれる企業」
「地域に貢献できる、地域から支持される企業」を目指し、生産者には再
生産できる乳価を保証し、消費者には安全でおいしい牛乳を適正な価格で
供給しています。また、酪農家と消費者の交流の接点になり、生乳をふん
だんに使用し、添加物などを極力使用しないような製法を心がけた商品づ
くりをしています。
26年度から「やわらかカスタードプリン」

「プレミアム湯田ヨーグルト（プレーン、加
糖）」、28年度からプロバイオティクス乳酸菌
ＢＢ－１２使用「のむヨーグルト」を開発し、
販売しています。「プレミアム湯田ヨーグル
ト」も、２８年９月から乳酸菌ＢＢ－１２を使
用した商品にリニューアル。プレーンはすっき
り濃厚さっぱり後味、加糖はもっちり濃厚なめ
らか食感。賞味期限も延びました。
これらの商品は、直売所結ハウス及び県内

スーパーで販売しています。


